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休 診 日　日・祝日・木曜日午後
受付時間　午前８時 30分～ 12時・午後２時 30分～５時
　　　　　（木曜日は午後休診です｡）
診察予約 　診察の予約を受け付けています。
　　　　　（平日 午前８時 30分～午後４時 30分まで ）
　　　　　 平日予約専用電話（フリーダイヤル）0120-33-5638も

ご利用ください｡  

● 交通のご案内
　JR三原駅・三原港から徒歩 5分
●駐車場
　35台完備

（機能種別版評価項目
3 r dG：Ve r.3.0）

当院は、㈶日本医療
機能評価機構の認定
病院です。

〒723-0014 広島県三原市城町三丁目7-1   T E L(0848)63-5088
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  FAX(0848)63-0658
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訪問診察を行っています。
お気軽にお問い合わせ下さい。

医療法人　杏仁会の理念

　医療法人杏仁会は、愛と勇気と英知を持っ
て、地域のみなさまに信頼される質のよい医療
と介護を提供し、地域社会の一員として責任を
はたし貢献します。
　 １　誠実な医療と介護福祉を行います。
　 ２　確実な知識と技術を大切にします。
　 ３　堅実な経営を行います。

松尾内科病院の基本方針

１　 私達は、患者さんの権利を尊重し、信頼と満足が得られる医療
サービスを提供します。

２　 私達は、内科専門病院として、地域との密接な連携を保ち、科
学的で、質の高い医療サービスを提供します。

３　 私達は、安心・安全かつ効率的で公正な医療を行います。
４　 私達は、情報を開示し、説明と同意に基づく医療を行います。
５　 私達は、確実な知識と技術の向上を図り、人材の育成・確保に努めます。
６　 私達は、健全な経営を行い、安心して働ける職場をつくります。

曜　　日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

第 1診察室
午前 松尾晃樹 松尾晃樹 平松万尚 松尾晃樹 松尾晃樹 ①③⑤松尾晃樹

②④平松万尚

午後 平松万尚 平松万尚 松尾泰治
(予約制 ) 松尾晃樹

第２診察室
午前 下埜城嗣 春田祐郎 松尾泰治 松尾泰治 春田祐郎 松尾泰治

午後 春田祐郎
(甲状腺 )

第３診察室
午前 松尾恵輔 直井友亮

(予約外・発熱外来) 松尾恵輔 平松万尚
(予約制 ) 小松万寿美 松尾恵輔

午後 松尾恵輔 鎌田大輝
(予約外・発熱外来)

松尾郁枝
(専門外来 ) 小松万寿美 松尾恵輔

第４診察室
(予約外・発熱外来)

午前 松尾郁枝 松尾恵輔
(予約制 ) 松尾郁枝 奥延太希 担当医 ①③⑤松尾郁枝

②④松尾晃樹

午後 下埜城嗣 松尾恵輔
(予約制 ) 松尾郁枝 担当医 ①③⑤松尾郁枝

②④平松万尚　松尾泰治

内視鏡センター
(内視鏡室 )

午前 松尾泰治 三田村祐里 松尾恵輔 平松万尚 日山　亨

午後 平松万尚
松尾泰治 三田村祐里 松尾泰治 平松万尚

リハビリ室 午後 他大学医師

訪問診察 松尾郁枝 松尾晃樹 松尾郁枝

ました。岡山大学病院からも血液内科の非常勤医師を若

干名派遣して頂いており、常勤医の私を含め非常勤の血

液内科医と血液チームとして定期的にカンファレンス

を行いながら診療にあたっています。

　白血球減少、貧血、血小板減少、多血症、骨髄異形成

症候群などの血液疾患をはじめ、悪性リンパ腫や多発性

骨髄腫、白血病などの血液がんなどの診断、治療も行っ

ています。

　近年、特に血液がんの分野においては治療の進歩が著

しく変化しています。原則的に各種疾患ガイドラインや

エビデンスのある標準治療を準拠しますが、常に最新の

情報を取り入れながら、症例ごとに最適と思われる治療

方針で対応しています。造血幹細胞移植や自家移植、

CAR-T 療法などは、適応症例があれば連携施設に迅速

に紹介しています。

　マンパワーの問題もあり、受け入れられる患者さんも

ある程度限られますが、できる限り地元で診断、治療が

行われ、必要な患者さんには迅速に連携施設に紹介でき

るよう心がけています。

　当院は、2014 年 4 月から輸血機能評価認定制度

（I ＆ A制度）により認定を受けている施設です。

　広島県内で認定施設は 7施設のみで、広島大学病院

の次の 2番目に当院は認定を受けました。尾三地区で

は当院が唯一の I ＆ A制度認定施設となります。

　認定を受けるに至った経緯は、当院での血液患者の増

加による輸血対応が一因となっています。当院の血液内

科は、岡山大学病院の連携により 1991 年から春田祐

郎先生が常勤医で担当され、2016年 3月に退職されて

からもそのまま非常勤で外来診療を続けて頂いていま

す。私は当院に赴任してから春田先生に師事し、血液疾

患を診させていただくようになって10年以上が経過し

医療法人 杏仁会　松尾内科病院
副院長　平松　万尚

血液疾患の診療について
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くらしに密着した総合地域医療をめざして
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看護部について看護部について看護部について
　当院看護部では、地域の皆さんが安心して治療していただける医療・看護の提供に
努めていきたいと考えています。
　少子高齢化がさらに進む社会において、医療や看護も変化の時代を迎えています。
生産年齢人口の減少や高齢者の増加の中で、看護の質を担保するための対策を進める
とともに、働く職員のウェルビーイングの向上にむけた取り組みが重要になると考え
られています。
　そのような状況を踏まえ、看護部の掲げる「患者の生命と尊厳を守り安全で質の高
い看護を提供します」の理念のもと、専門職としての知識を基に考え行動できる看護
職員の育成を図っています。さらに、看護職員のみならず、多職種による協働をさら
に進めることで医療や看護の質を高め、患者さんの尊厳や安全が守れるように努めて
いきます。

　また、看護部を含めた病院職員にとって、より満足度の高い仕事・生活・健康等に繋がる関わりを推進
していきたいと考えています。

　2病棟は、パーキンソン病をはじめとする神経難病の患者さんが多く入院される特殊
疾患病棟です。日常生活動作（ADL）の全てにおいて全介助を必要とする患者さんが
多く、看護スタッフには日々の関わりの中でわずかな変化にも気付き、早期に対応す
る観察力と判断力が求められます。患者さん一人ひとりの生活リズムや思いを大切に
しながら、安全で安楽な療養環境の提供に努めています。
　また、スタッフ同士が明るく声を掛け合い、温かい雰囲気の中で看護を行なってい
ることも当病棟の特徴です。患者さんのみならずご家族との関わりも大切にし、不安
や悩みに寄り添いながら、患者さんやご家族の方がともに安心して過ごせる病棟づく
りを心がけています。

　3病棟は、一般病床35床、地域包括ケア病床20床のあわせて55床の病棟です。消
化器疾患、呼吸器疾患、腎疾患、血液疾患、心疾患、脳血管疾患、ターミナル期など
幅広い看護を実践しています。
　人口の高齢化に伴い、入院患者の約70％が80歳以上となっているため、より分り
やすく丁寧な看護を心がけています。患者さんの状況に応じてチームで検討する機会
を持ち、倫理カンファレンス、転倒防止や身体拘束解除に向けたカンファレンスを実
施し、情報共有とケアの実践につなげています。また、退院後の生活について不安を
感じている患者さんやご家族に、多職種で連携し寄り添った看護が提供できるよう取
り組んでいます。私たちは、笑顔と優しさを大切にし、一人ひとりの患者さんに寄り
添えるよう、心をこめて看護を行っています。

　当院の外来患者さんは高齢の方が多いため、体調の変化だけでなくご自宅での生活
背景にも配慮し、医師や他部署と連携して円滑な診療を目指しています。
　主に、消化器疾患、慢性腎臓病、血液疾患、呼吸器疾患をはじめ糖尿病や高血圧症、
脂質異常症といった生活習慣病の患者さんが多く来院されており、外来は患者さんの
病状管理や異常の早期発見、治療の継続を支援しながら重症化を予防し、住み慣れた
地域でその人らしく生活し続けられるように支援する役割を担っております。
　外来継続看護として、特に、糖尿病、腹膜透析、在宅酸素の治療中の患者さんに対して、
在宅療養が円滑にできることを目標に患者さんと一緒に考え、より個別性のある継続
的な支援を行っています。
　「ここに来て安心した」と言っていただけるよう、専門知識の習得と患者さんお一人
おひとりに寄り添う丁寧な対応を心がけています。

外来診療棟部署紹介外来診療棟部署紹介外来診療棟部署紹介

内視鏡検査のご案内内視鏡検査のご案内内視鏡検査のご案内
　当院は日本消化管学会胃腸科指導施設です。内
視鏡科では内視鏡技師の育成など、普段から高度
で確実な技術と知識の習得に努めています。また
最新の内視鏡システムを導入し、胃や大腸をはじ
めとした消化管の検査をより鮮明な画像で行うこ
とが可能です。微細な病変も逃さないよう、経験
豊富な専門医・指導医と専門知識を持つ内視鏡ス
タッフが連携し、丁寧な検査を行っています。
　検査に対する不安や苦痛を軽減するため、鎮静
剤の使用にも対応しており、患者さんの状態やご
希望に合わせた方法を選択できます。また、検査
前後の説明を大切にし、疑問や不安に寄り添った
対応を心がけています。

　入院設備も整っているため、検査後の体調変化
や治療が必要な場合にも速やかに入院対応が可能
です。地域のみなさんが安心して検査を受けられ
る身近な医療機関として、消化器疾患の早期発
見・早期治療に貢献してまいります。

「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう「食べる順番」で食後の血糖値の上昇を抑えよう
　皆さんが食事をするとき最初に召し上がる物は
何でしょうか。
　これからお話しさせていただく事が、皆さんが
いつまでも楽しく、美味しく食事を召し上がって
いただくための参考になれば嬉しいです。
　野菜に含まれる食物繊維が小腸からの糖や脂質
の吸収を抑制することから、ベジタブルファース
トが食後の血糖値の上昇を抑えることはよく知ら
れています。しかし、タンパク質の摂取が不十分
になりやすいので注意が必要です。
　ごはんを食べる前に肉や魚を食べると、インク
レチンというホルモンの分泌が促され、胃の運動
をゆるやかにし、食後の血糖上昇が抑えられま
す。低栄養になりがちな高齢の方は、まずは肉や
魚を食べてしっかりとタンパク質を取るようにし
ましょう。
　会席料理では、最初に季節の野菜などを使った
小鉢（先付け）、次に椀物、向付け（刺身）、鉢肴
（焼き物）などの主に魚料理がふるまわれ、最後
に締めのごはんや果物が提供されます。

　例えば、居酒屋でも、突き出しの次に魚料理、
肉料理、最後にごはんで締めることで、同じ効果
が期待できます。ランチでも、丼物ではなく定食
にして、先に肉や魚、野菜を食べると血糖値が上
がりにくくなります。
　日々の生活の中で、食事は喜びや幸せを感じら
れるものとして大きな割合をしめると思われま
す。入院中の患者さんにも、その幸せのページを
彩れるように多職種で連携し、豊かな食事提供に
努めてまいります。

栄養科
コラム
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２病棟看護師長
奥重 教

３病棟看護主任
大林文恵・三浦令子

第2病棟部署紹介第2病棟部署紹介第2病棟部署紹介

第3病棟部署紹介第3病棟部署紹介第3病棟部署紹介

看護部長
徳重美登恵

外来診療棟看護主任
濵井 公弥子


